
 

 

公式通知 No.７ 
大会組織委員会 
2026.9.28 発行 

2026 OKAYAMA チャレンジカップレース第４戦 
 
ＭＥＣエントラント宛          【決勝スタート手順について】 

ＭＥＣシリーズレｇｙレーション 第２１条５) に基づき、v.Granz クラスと VITA-01 クラスは予選タイムに関わらず v.Granz クラ

スを前、VITA-01 クラスを後ろのグリッドに配列する。なお、ポールポジションは各クラス共、最前列右側とする。 

１４：０５ ［ピット出口オープン］＜赤ランプ５灯点灯＞ 

  ダミーグリッドへの走行開始。フラッグマーシャルにより全ポストグリーンフラッグを提示するので各ド

ライバーは確認のこと。 ※グリッドに着いたら全ての液体の補給は禁止される。 

１４：１５ 

 

 

［オープンから１０分後にピット出口閉鎖］＜赤ランプ５灯２回点滅＞ 

  ピットアウトできなかった車両およびコース１周後ダミーグリッドに付かずピットロードに進入した車両

はピットスタートとなり、スタートがなされた後、他の競技車両がピット出口を通過した後に、ピットスタ

ートとなる。（ピット出口のグリーンライトが点灯するとコースイン可。） 

１４：２０ 

 

［５分前表示］＜赤ランプ４灯点灯＞  ダミーグリッドへの進入は締め切られる。 

  この時点でグリッドに着けない車両はダミーグリッド最後尾もしくはピットスタートとなる。 

１４：２２ ［３分前表示］＜赤ランプ３灯点灯＞ 

  コース上でのすべての作業は禁止。ドライバー・競技役員以外はコース上より退去。 

１４：２４ 

 

［１分前表示］＜赤ランプ２灯点灯＞  エンジン始動。 

エンジンが始動しない場合は、直ちに後方の車両およびグリッドオフィシャルに明確に合図すること。 

［３０秒前表示］＜赤ランプ１灯点灯＞ 

１４：２５ ［フォーメーションラップスタート］＜緑ランプ５灯点灯＞ 

① グリッド前方のインフォメーションパネルに「FORMATIONLAP」が表示され、オフィシャルカーを先頭に全競技

車両は隊列を保ち、フォーメーションラップを開始する。 

    ②フォーメーションラップ中のスタート練習及び、著しく隊列を乱すことや追い越しは禁止される。 

    ③フォーメーションラップでスタートできない車両がある場合はそのポジションの横およびそれより後方のグリッドオフ

ィシャルにより黄旗合図が出されるので後続の車両は注意してスタートする事。 

  ④スタート出来ない車両は、全車スタート後、オフィシャルによる押しがけが試みられる。ついで、この車両はフォーメ

ーションラップを行うものとするが、他の走行中の競技車両を追い越してはならない。 

    ⑤フォーメーションラップに出遅れた車両およびフォーメーションラップの途中でスタート順序の位置を保てなかった

車両は、他車を追い越さずに最後尾車両の後方につけることができる。  

    ⑥フォーメーションラップが開始された時点で、スタートライトにレッドライトが灯される。 

    ⑦フォーメーションラップを先導するオフィシャルカーは最高約８０ｋｍ／ｈで走行する。 

    ⑧フォーメーションラップ時、No.９ポストのライトパネルに「ＧＲＩＤ」表示する ので、それより先は各車両列を２列縦隊に

整えること。 

    ⑨フォーメーションラップの終了と共にオフィシャルカーはピットロード入口よりコース上から退去するが、競技車両

はポールポジション車両の先導で最高速度約８０ｋｍ／ｈの速度を保ちながら走行する。 

    ⑩スタートはスタートライトにより合図される。スタートライトのレッドライトがグリーンライトに変わるとレーススタートと

なるが、ストレート上では、スタート合図が出るまでの間、各自が発進したグリッド側のグリッド枠線から横にはみ出

さないこと。 各車両はコントロールラインを通過するまで他車を追い越してはならない。 

    ⑪フォーメーションラップ中に何らかの問題が生じた場合およびグリッド付近で競技車両の隊列が著しく乱れている

場合はスタートはなされず、再度フォーメーションラップを行う。（全車両の速度は維持されること）その時のスタ

ートライトはレッドライトが継続して灯されインフォメーションパネルに「ＥＸＴＲＡ ＦＯＲＭＡＴＩＯＮ ＬＡＰ」が表示さ

れる。再びオフィシャルカーが隊列の先頭に合流しフォーメーションラップを行う。この場合のエクストラ（追加さ

れた）フォーメーションラップの時間はレース時間に含まれるものとする。 

   ※例外的な状況下のみ、岡山国際サーキット４輪一般競技規則書 附則１ 16.を適用しセーフティカー先導によるスタート

とする。この場合はセーフティカーの後ろに一列に続くものとする。 
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2026 OKAYAMA チャレンジカップレース第 4戦 
 
 
ＭＥＣエントラント宛 

 

【決勝レースの中断および再開】 

天候・事故その他の理由によりレースを継続出来ない状況になった場合、競技長は赤旗を提示してレースを中断する場合

がある。また、ＭＥＣシリーズ競技規則第３０条 ２) に基づくレース中断、再開の手順は以下の通りとする。 

１）．レース中断 

①中断の合図「全てのポストでレッドパネル表示」が出されたら、追い越しは禁止され、ピット出口は閉鎖される。そして全 

車はメインストレート上にゆっくりと進み、先頭車両の位置に係わらずスプリントグリッド最前列イン側（右側）に「ｖＧＲＡ 

ＮＺ」が 1 列に停車。アウト側（左側）に「ＶＩＴＡ」が 1 列に停車する。 

もし、コースが閉鎖されたこと等によりグリッドに戻ることが出来なくなった車両がある場合、当該車両はコースが使用 

可能な状態になり次第グリッドに戻される。 

この場合、レースが再開される際の全ての車両のグリッドは、競技会審査委員会の承認のもと、レースが中断される

前の順に配列されるものとし、各車両の位置が特定できる最終のコントロールライン通過順とする。 

セーフティカーは、赤旗ラインの前方に進み出る。 

②レース中断の間は、 

・レースも計時システムも停止することはない。 

・車両が一旦コース上赤旗ライン後方に停止した後は、ドライバーの降車、日除け、雨除けと競技長が認めた作業以

外は、燃料補給、ドライバー交代を含み一切の作業が禁止される。 

    ・レース中断の合図が提示された時点で、第 1 セーフティカーラインを通過してピット進入路に進行していた車両あるい 

はピットレーンにいた車両を除き燃料補給、ドライバー交代は禁止される。 

車両はレース中断後にピットインすることは出来るが、中断の合図が出された後にピットレーンに侵入した車両および 

グリッドからピットレーンに移動した車両は、そのピットイン時においてはレース再開後であっても燃料補給、ドライバー 

交代は禁止される。中断後にピットレーンに進入した車両およびグリッドからピットレーンに移動した車両に対してはレ 

ース再開後に次の何れかのペナルティが課せられる。 

●ドライブスルーペナルティ 

●そのピットイン時(再開後含)において燃料補給、ドライバー交代を行った場合、ペナルティストップ４分以上。 

 また、ここでのドライバー交代は交代義務回数に含まない。 

・グリッド上には、チーム員と競技役員のみが立ち入りを認められる。 

③ピット出口よりレースを再開しようとする車両はすべて、本条２．③のもと、他車を不当に遅らせることがない限り、自力 

で出口にたどり着いた順にレース再開をすることができる。 

④これらの状況下では、ファストレーンでの作業が許可されるが、かかる作業はすべて以下に限られる。 

・エンジンの始動およびエンジン始動に関する準備。 

常に競技役員の指示に従わなければならない。 

２）．レースの再開 

①遅延は出来る限り短く保たれ、再開時刻とレースの終了予定時刻がわかると直ちに、チームはピット放送等を通じて知 

らされる。 

②スタート再開前に、５ｍｉｎ、３ｍｉｎ、１ｍｉｎパネル（またはシグナル）が表示される。それらの何れのパネル（またはシグ 

ナル）も警告音を伴うものとする。 

③５ｍｉｎパネル（およびシグナル）が提示後、コースの周回時間を考慮し、適切な時点で、各クラスの先頭車両と赤旗ライ 

ンの間にいる車両は、追い越しをすることなく、もう１周回を完了するよう合図され、ｖＧＲＡＮＺはｖＧＲＡＮＺの列の最後 

尾に、ＶＩＴＡはＶＩＴＡ最後尾の列に着くこと。 

赤旗中断時点ですでにピットレーンに進入しており、かつ「５分前」の合図が出された時点でピット出口に整列 

できていた車両は、本項による各クラスの隊列の更に後尾に着くことが認められる。 



 

 

 

 

 

④３ｍｉｎパネル（およびシグナル）が提示されたら、コース上における全ての作業は禁止される。 

⑤１ｍｉｎパネル（およびシグナル）が提示される時には、エンジンを始動しなければならない。チームのスタッフはすべて、 

  １分前が提示されるまでに、すべての機材を持ってグリッドから退去する。 

⑥レースはグリーンライトが点灯すると、セーフティカーの後方より再開される。 

セーフティカーは、さらに介入が必要な状況が重ねて発生している場合を除き、１周回後にピットに入る。 

⑦グリーンライトが点灯すると、セーフティカーは赤旗ライン停車の後続車両と共にグリッドを離れる。その際、先にＶＧＲＡ 

ＮＺの隊列が整列した順序で車両５台分の距離以内を保ってセーフティカーに続き、ＶＧＲＡＮＺの隊列の後方にＶＩＴＡの 

隊列が続くものとする。ＶＩＴＡ隊列最後尾の車両がピットレーン終了地点を通過するとすぐに、ピット出口のライトがグリ 

ーンに変わる。その時のピットレーンにいる車両はすべて、コースに出て、セーフティカー後方の車両隊列に合流するこ 

とができる。 

⑧この周回の間の追い越しは、赤旗ラインを離れる際に遅れてしまい、その後ろの車両がその車両を追い越さないと隊列 

  の残りを不当に遅らせることになってしまう場合にのみ許される。この場合、レース中断前の順序を取り戻す場合におい 

てのみ追い越しが許される。 

⑨赤旗ラインを離れる際に遅れてしまった車両は、残りの車両がラインを通過した後も動かなかった場合、他の走行してい 

る車両を追い越してはならない。当該車両はセーフティカー後方の車両列の最後尾につかなければならない。複数の車

両が関与した場合には、グリッドを離れた順に、隊列の最後尾に整列するものとする。 

⑩競技会審査委員会により、この周回中に不必要に他の車両を追い越したと判断されたドライバーに対しては、ペナルテ

ィが課せれる。 

⑪この周回の間は、2026 岡山国際サーキット・４輪一般競技規則 付則１ セーフティカー運用手順の１１．から１６．が適

用される。 

以上 
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【ドライバー運転時間の定義】 

ＭＥＣシリーズレギュレーション第２３条のドライバー運転時間の定義は以下のとおりとする。 

 

Ａドライバー

Ｂドライバー

カウントコントロールライン

Ａドライバー

Ｂドライバー

周回

１周

２周

３周

Ａドライバー

Ｂドライバー

Ｂドライバー
交替

乗車

 

 
以上 
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